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新竹下合格システム 2017年合格目標「20ヵ月総合本科生」カリキュラム

出題可能性のある問題をバランスよく出題します。記述式も毎回出題
し、解答力をアップさせることができます。

本試験と同形式、同時間帯で実施。受験経験者と一緒に受ける模擬試
験で実力を確認できます。

※教室講座でお申込みの方も、「基礎・実力養成講座」はeボードを使用したスタジオ収録の講義を個別ＤＶＤ講座またはＷebにてご受講いただきます。
※通学メディアでお申込みの方も、各答練・各模試の解説講義はWebでのご受講となります。
※各答練・各模試の解説講義の担当は竹下貴浩講師ではございません。各答練・各模試の日程は2017年1月下旬発行予定の案内書をご覧ください。
※上期カリキュラム図は20ヵ月総合本科生10月学習スタートの実施イメージです。

早稲田合格答練ジャンプ答練
【全6回】※解説講義あり

答練➡解説講義

全国公開模試
【全3回】※解説講義あり

模試➡解説講義
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カリキュラム
RENEWAL！

司法書士試験のための法学入門【全１回・2時間】
講義形式

　　　　　　　　新竹下合格講座【全52回・180分／回】講義形式

ブリッジ講座【理論編全22回・180分／回    ＋実戦編解説46問分】
【理論編】不動産登記法（11回）・商業登記法（11回）
【実戦編解説】不動産登記法（27問）・商業登記法（19問）

司法書士試験の全体像を全１回でつかむ入門講座です。
教室（ライブ）・
教室収録講義

学習初期から初歩的な記述式問題に取り組む「先取りアウトプット」講座です。科目を不動産
登記法に限定し、司法書士試験特有の「記述式」問題の概要をつかみます。

このコースの主軸となる講座です。論点まとめ教材「直前
チェック」をテキストとし、各科目の論点ごとに知識の精度
を磨き上げます。

記述式を本格的に学ぶ講座です。「理論編」
で択一式の知識を記述式化する具体的思考
方法を実践とともに学びます。
「実戦編」で本試験レベルの記述式問題を
解いて実戦力を身につけます。

これまで学習してきた知識・解法を試すことができる模試です。成績判
定も行いますので、直前期の学習の足がかりとしてください。

【理論編】
教室（ライブ）・
教室収録講義

【実戦編解説】
eボードスタジオ
収録講義

基礎・実力養成講座【全180回・70分／回】※テーマにより講義時間は異なります。講義形式

先取り『記述式』講座【全１0回・
約100分／回】 不動産登記法（10回）

教室（ライブ）・
教室収録講義

講義形式

eボードスタジオ
収録講義

「新竹下合格講座」受講の前提となる基礎
知識を学ぶ講座です。「新竹下合格講座」
を受講する前に、対応する「基礎・実力養
成講座」の回を適宜受講してください。

模試➡解説講義

全国実力
Check模試
【全2回】※解説講義あり

特典
2017年目標
「20ヵ月総合
本科生」をお
申込みの方は
無料でご利用
いただけます。

講義形式 演習➡解説講義+

【民法・不動産登記法編／全84回】 民法・不動産登記法　【商法・商業登記法編／全45回】 商法・商業登記法　
【マイナー科目編／全51回】 民事訴訟法・民事執行法・民事保全法（21回）、供託法・司法書士法（9回）、刑法（12回）、憲法（9回）

民法・不動産登記法（24回）、商法・商業登記法（15回）、
マイナー科目／民事訴訟法・民事執行法・民事保全法（6回）、供託法・司法書士法（2回）、刑法（3回）、憲法（2回）

※全国実力Check模試は午前の部1回、
午後の部1回で全2回としています。


